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　　　　　　　　　　第１節　２００１年９月１１日テロ攻撃
　　　　　２００１年９月１１日火曜日
私たち家族は、２００１年９月１０日の月曜日にパリのシャルル・ドゴール空港から勤務地のワシントンに向けて旅だった。航空会社は､アメリカのユナイテッド航空であった。飛行機に搭乗するとき３回のチェックがあった。それぞれのチェックも、厳しく、しつこかった。何でこんなに執拗にするのか､早くしてほしいと少しイライラした。ただし､時間を十分に会ったのでその必要もなかったのだが。パリからワシントンまでの飛行時間は､８時間弱である。ワシントンは､到着前に嵐があったということで１５分ぐらい遅れた。問題もなく無事アーリントンの我が家に９月１０日のうちに着いた。アーリントン墓地は､ケネディーの墓があるので有名なところだ。
　翌朝は､時差もあり、朝の５時に目覚めた。旅行に出る前に車を修理に出しておいた。それを引き取るために８時に家を出て車の修理工場に言った。１週間以上も経っているのに修理は終わっていなかった。アメリカではよくある事である。何度も確認しておかないと間違いが多い。このような場合は自分のミスだと考えないとアメリカでは仕方がない。修理会社もまったく悪びれることはない。電話をしてこなかったことを後悔した。ただし、電話をしても留守電でつながらないことは多い。次の日は大丈夫かどうかを何度も確認して修理工場を後にした。あきらめて勤め先のウォーターゲートのビルにタクシーで向かった。その途中にアーリントンのペンタゴン（国防総省）で朝の通勤による車の渋滞にあった。朝の９時前のことである。
　ウォーターゲートの事務所に着いて、いつものようにパソコンを開いて仕事を始めた。このウォーターゲート・ビルは、ニクソン大統領の事件のあったビルである。そこで、３０分ぐらいすると､パソコンに緊急のメールが世界銀行の本部から入った。本部は、ホワイトハウスから１ブロック離れたところにある。何かが起こったらしい。職員みんなが騒ぎ出した。ニューヨークの世界貿易センターが火事になったらしい。世界の軍事基地でもあり､先ほど通ってきたばかりのペンタゴンに飛行機が落ちたという情報がまもなく入った。ニューヨークもワシントンも､テロリストの攻撃にあったらしい。みんながインターネットを使って情報を集め始めた。この頃には､職員は､職場を離れて､家に帰るようにというメールが流れた。１０時半である。ところが､地下鉄は止まっていた。後でわかったことだが、実際には混乱の中で大幅に遅れて動いていた。それにしても､紙一重で危機から免れたようである。

ところで、日本の神戸地震は､神戸の三宮に大打撃を与えた。私は、生まれてこれまでに神戸に行ったことが３回しかない。この地震の１ヶ月前に三ノ宮に宿泊していた。同じようなことは､東京の霞ヶ関の地下鉄サリン事件でもあった。この事件のあった日は､事件のあった時間にこの現場にいる予定があった。しかし､ちょうどこの日に､急の用事で現場に居合わせなかった。意外にこのようなことは誰にでもよくあることらしい。ふとこのことを思い出した。
　みんながオフィスから歩いて帰る姿がウォーターゲート・ビルの窓から見える。私も家まで歩くしかない。歩いて家まで１時間ぐらいと予測した。同じ世界銀行の同僚で、自宅が私の家に近い人に電話した。ジョージタウンのホテルで合流して､一緒に歩いて帰ることになった。ビルから外に出ると続続とジョージタウンに向かって人が歩いている。｢ゴジラ｣の映画で､人が避難する光景に似ている。ただ､天気が良く､空が真っ青なこともあり、少しピクニックの気分もあった。
　ホテルに着くと同僚の人はすでに来ていて､お茶を飲んでいた。ホテルの名前は､フォーシーズンで、紅茶を飲んだが実においしかった。このホテルは､ワシントンでもトップクラスのホテルである。お茶を飲んで外に出ると､家に向かう人の数は､さらに多くなり、道路いっぱいである。それにも増して､車は全く動かない状態である。東京で地震が起こったらこんな状況で歩いて帰るのかという想像をしながら歩きつづける。ジョージタウンからワシントンの桜の名所であるポトマック川にかかるキー・ブリッジ（橋）を渡った。エクソシストという映画に出てくる橋である。橋の上は､車が立ち往生している。橋の上に来ると､ペンタゴンでモクモクと煙があがっているのが見えた。とまって写真を写している人もいる。とにかく天気が良く､空が突き抜けるように青い。昨日まで見ていたフランスの雲のかかった空とは色が違う。この空の下を友人と２人で３０分ぐらい歩いた。ここで､中華料理店に入った。店のラジオでどういうことが起こったのか説明している。テロリストの攻撃というより戦争状態だという。日本が1941年に真珠湾を攻撃して以来の外国からアメリカへの攻撃であるとアメリカは考える。車は相変らずとまって動かない。ここでゆっくりと食事を済ませて、再び歩き始め、ようやく家に着いた。2時半過ぎであった。
　　　　　

テロリスト攻撃の背景
　アメリカの歴史的なテロリストによる悲劇は､真珠湾攻撃に何回もたとえられた。日本人としてはあまり気持ちの良い話ではない。今回の悲劇と真珠湾攻撃との違いは､真珠湾攻撃は日本よってなされたことが明らかであったが､今回の攻撃は誰によってなされたかがすぐにはわからない点であった。攻撃の目標は､政治の中心であるワシントンと経済の中心であるニューヨークである。ワシントンの目標は､ホワイトハウスと大統領専用機エアーホースワンである。ニューヨークの目標は､世界貿易センターである。前者は失敗したが､後者は成功した。
　誰が背後にいるのか。アルジェリアにいるテロリストであるオサマ・ビン・ラディンがその日に候補としてあがった。イスラエルと１年以上の紛争が続くパレスチナというのは､誰もが思いつく。アメリカのイスラエル支持を､イスラム圏のアラブ諸国は不満としている。アルジェリアは､イスラム原理主義により強力にアラブを支持する。その支持のためにアメリカを攻撃した。イスラムということからするとサダムフセインのいるイラクも､候補としてあがった。つまり､アルジェリア､パレスチナ､イラクが候補として挙がった。結局は、この年の１２月にオサマ・ビン・ラディンが反抗を企てたビデオテープがＣＮＮを通じて流され、反抗が確定した。もっとも、このテープはアメリカ政府が創作したものであるという反論もあった。
　９０年にイラクがクェートを侵略するという湾岸危機があった。このときに､経済援助の一貫として日本は、アラブのイスラム国であるエジプト､トルコ､シリア､ジョルダンに経済援助をした。世界中の国が､サダムフセインを悪人とみなしているかに思われた。わたしは日本からジョルダンへの援助のための調査でジョルダンにいった。ジョルダンでは､日本人として大歓迎を受けた。それは､援助のために来たからだけではなかった。９０年当時は､日本経済が絶頂であり､アメリカ経済がどん底であり､戦後日本がアメリカに経済戦争で勝ったからであった。中東のアラブ諸国では､アメリカに勝つことのできる国を尊敬する。それで日本はアラブ諸国から尊敬を受けた。その意味から､サダムフセインは､アメリカに敢然と戦いを挑んだ中東の英雄であった。
　アメリカのテロリストによる悲劇の後､ブッシュ大統領は､｢アメリカは､自由を守る｣と繰り返した。アメリカは､自由競争も大切にする。自由貿易は､弱者と強者を振り分ける。競争に勝てない弱い国は､貧しいまま取り残される。この取り残された貧しい国を精神的に救うのがイスラム教である。９０年を前後してソ連や東欧の共産主義の国が崩壊した。この時期にパキスタンに出張することがあった。その折､新聞を見て感心することがあった。｢共産主義がなくなった後､貧しい人を救うのはイスラム教である。｣
　確かに､経済が自由化し､貿易が自由化され､貧富の差が大きくなるという傾向がある。貧しい人の数が増えている。これに伴ってイスラム教徒は増えている。今回のアメリカのテロリストによる悲劇は､経済自由化に対するイスラム教からの反撃であるとも考えられる。
 

アフガン反撃
ブッシュ大統領が行ったテロリストに対する戦線布告の演説は､英国首相トニー・ブレアまで迎えて国会議事堂（キャピトール）で行われ、劇的であった。これほどの演説は､聞いたことがないとアメリカ国民が絶賛した。
　アクション映画の「ダイハード」では､テロリストが高層ビルを舞台に大暴れするのに対してブルースウイルス演じる主人公が敢然と戦い、テロリストを壊滅する。ニューヨークを舞台とした「包囲作戦」という中東からのテロを想定した映画では、ヒーローがテロリストを取り押さえる。現実は映画のようには行かなかった。
　２００１年６月に封切りされた映画｢真珠湾｣は、「タイタニック」ほどの売上を伸ばさなかった。映画が現実になった世界貿易センターが一瞬のうちに消滅する９月のテロリスト攻撃は、１９４１年における日本の真珠湾攻撃以来のアメリカに対する攻撃であり、世界に衝撃を与え、打撃を与えた。１９９０年に湾岸戦争があり、イラクのフセイン大統領をシニア・ブッシュ大統領が攻撃した。２００１年にアフガニスタンに滞在するテロリストの頭首といわれるオサマ・ビン・ラディンをジュニア・ブッシュ大統領が攻撃をする。湾岸戦争を期にオサマは、アメリカを標的としたテロを繰り返してきた。そして、ワシントンとニューヨークへの９月１１日テロ攻撃へと発展した。湾岸戦争とアフガン反撃の２つの戦争を指揮するのは、国務大臣のコーリン・パワーである。
 

テロリスト攻撃からのニューヨークの立ち直り
９月２１日に初めてニューヨークのメッツ・スタジアムで野球が行われた。この試合に日本の新庄は､５番で登場し､犠牲フライで得点を挙げ､マイク・ピアザの逆転ホームランによるニューヨークの勝利に貢献した。試合は、心なしか審判までがニューヨーク・メッツに味方しているようにも思えた。このドラマの盛り上がりは､往年のスターであるライザ・ミネリが歌った｢ニューヨーク・ニューヨーク｣であった。この後におけるすべての野球の試合では、７回の途中に必ず「ゴッド・ブレス・アメリカ」（アメリカにご加護を！）の歌が歌われた。この歌のメロディーは夢の中まで出てきそうなほど何回も聞くことになる。アメリカのショーマンシップの力を見せる場面は､テロリスト攻撃から立ち直る過程でいろいろなところに見られる。ニューヨークのテロ攻撃による経済的打撃は大きかった。ニューヨークへ行く日本人の客は、９０％減ったと言われる。そして、ミュージカルの客が大幅に減少し、中止に追い込まれるミュージカルもでた。それまでの人気ミュージカルは、ライオン・キングであった。１９９０年代に始まったアメリカの好景気は、このミュージカルの人気と平行しているように思えた。一時期は、２年ぐらい待たないと切符も手に入らないと言われたが、２００１年には電話で注文しても比較的良い席を取ることができるようになった。２００１年テロ攻撃の前の８月にはすでにアメリカの景気は悪化していた。現にナスダック株取引（Ｎａｓｄａｑ）の株はすでに３０％以上も平均で下落していた。この景気悪化にだめ押しをしたのが、テロ攻撃であった。この攻撃の後にライオンキングは客が減少したために公演を２日に１回とせざるを得なくなった。ちなみにライオンキングに変わって人気がでたミュージカルは、「プロデューサー」である。そして、ニューヨークに客を戻すためにとった策は、ミュージカルの出演者全員がタイムズ広場で｢ニューヨーク・ニューヨーク｣を歌うことであった。その後ホテルも客室が空き、値段が下がりと大打撃を受けた。ワシントンでは、１泊２ドル（２４０円）のホテルがでたり、休業して改装にはいるホテルもでた。
　アメリカを勇気付ける１つは､バスケットボールのマイケル・ジョ―ダンの復帰である。２００１年の数ヶ月間に渡って復帰の予測はあった。そして､いよいよ正式に発表があったのは､テロ攻撃の後の９月２４日であった。ジョ―ダンは､シカゴではなくアメリカの首都ワシントンで復帰することになった。まさに､アメリカのテロリストへに攻撃と経済の復興を支援するのにふさわしい場所での復帰である。３９歳になったジョーダンの復帰は､新しいスターの登場を邪魔するという批判も一部にはある。しかし､マイケル・ジョーダンは､マイケル・ジョーダンであり､アメリカにおいても他のすべてのスターとは比べてはいけない象徴である。ジョーダンが、ワシントンで復帰したのはこの１年だけであった。私は、４試合をスタジアムで見ることができた。最初のオープン戦は、体調も整わず、腰に手を当てた痛々しい姿が目に焼き付いた。もっとも、一度シュートをする毎にスタジアム全体でフラッシュがたかれ、花火のようであった。大晦日に観た試合は、絶好調のジョーダンであった。３９歳にして記録となる得点を挙げた時期である。しかし、膝に故障を抱え、高齢による体力的衰えから、１年を通じてプレーすることが難しいことがわかってきた。

ワシントンでは､スポーツの世界で驚くべきニュースが発表された。アイスホッケーの世界一の選手といわれるヤーガ選手が､ワシントンに対する目の上のコブといわれたピッツバーグからトレードでこの年にワシントンにやってきた。アメリカの首都であり､世界の首都であるワシントンのスポーツは､強くなくてはいけない。野球の本拠地もワシントンになければならないというので、球団を呼んでくる計画が進められている。これがブッシュ大統領の考え方である。スポーツは､｢自由｣の象徴でもあり、この自由を守るのがアメリカである。

この時期の野球の話題は、カール・リプケンの引退であった。リプケンは、日本ではかつて鉄人といわれた衣笠祥雄選手に相当し、連続試合出場の記録を持ち、国民的な英雄である。ワシントンから来るまで１時間のボルチモアに本拠地を持つ。この引退試合は、テロ攻撃の影響で延期せざるを得なかった。９月末に行われた試合は、アメリカの象徴的なスポーツである野球で国民の結束を固めるために国歌と国旗が前面に打ち出された。
　この混乱の中でラジオの聴取者からの質問番組で、コンディット代議士の問題を忘れてはいけないという意見があった。クリントン大統領は､モニカルインスキーとの女性関係でその業績まで価値を低くした。コンディット代議士は､秘書との問題でアメリカ中の話題を２００１年の夏のあいだ独占した。この問題になった女性が行方不明になった。話題のなかったこの夏は、連日のようにテレビで取り扱われた。これがすっかり忘れられてしまった。
世界銀行の総裁も、ブッシュ大統領に代わって以来その交代が噂されつづけてきた。８月の末にはアメリカの２つの有力な雑誌が世銀の問題、総裁の問題を取り上げた。しかし、ニューヨークの世界貿易センターの消滅と共にその交代の話題も立ち消えになった。２１世紀の最初の世界戦争がはじまった。
 

テロリスト攻撃の影響
９月１１日のテロリスト攻撃があった日は､一瞬だけワシントンの地下鉄が止まった．その後の情報では、ホワイトハウスがテロ攻撃の標的であったが、失敗したということである。この日は自宅まで歩いて帰った．そして、その日に行われる予定であった勤務先の上司の退職を祝うパーティーが中止になった．また、この週に行われる予定であったパーティーも延期になった．日本から来る予定の人が、延期したりキャンセルしたりするケースがいくつかある．個人的な旅行でこられる予定の人は中止にされた．出張でこられる予定の人も中止になった．日本からの新聞が飛行機の便が減った影響で４日ぐらい遅れた．
世界銀行の本部ビルは、大統領官邸のホワイトハウスと１ブロックしか離れていない．距離にして数十メートルである。ホワイトハウスは、テロ攻撃の標的であったが、その攻撃には失敗した。まかり間違えば、世界銀行のビルも危ない位置にはある。その中にいると確かに不安を感じることはある。このビルを化学兵器で攻められたらどうなるのだろうかと。友人と話していても化学兵器の話題になることが多い。ガスマスクが売り切れたことは、職員の不安を呼ぶ材料ではあった。
世銀に入館する際のチェックが厳しくなり、カバンの中身も職員についても検査するようになった。９月２８，２９日の予定されていた世銀とＩＭＦの総会は、中止になった．総会が実施されれば、それに対するデモにより３３億円ぐらいの警備費がかかり、世銀なのか、市なのか、国なのか、だれが負担するのか問題になっていた．この点では助かったというのが本音であろう。ホテルなどはキャンセルが相次ぎ、影響が大きかった．個人的にも頼んでいた４件の日本からの客のためのホテルをキャンセルした。
　私のアパートからペンタゴンまでは、車で１０分ぐらいである．ペンタゴンの周りの高速は、閉鎖されている．しかし、そこを使わなくてもほとんど支障はない．全体として特にこれ以上の問題が発生しなければ、いままでの生活と変わらない．
 

治安の状況
特に９月１１日以降は、秋風も吹き、青空が広がり、気候がよい．地下鉄も正常に動き、車が朝晩に、車が混む以外に変化はない．治安がそれまでと変わった様子はない．逆にいうと、治安は、それまで犯罪という面で言うとそれほどよかったわけではない．ワシントンでは、犯罪による死者は多い。通常は私達がほとんど行かないアナコスタという所では、２ヶ月で１０人以上が殺害されていた。ただし、アメリカがテロリストに攻撃を加えた場合に、その報復を恐れる人は多い．よく言われるように化学兵器を地下鉄で使われることを恐れる人はいる．ワシントンの地下鉄は、それほど込まないためその中心となるマイケル・ジョーダンのプレーするＭＣＩセンターのある駅が心配された．
空港では飛行機に乗り込むときに危険物のチェックがある。このチェックが厳しくなかったことも一因となって９月１１日テロ事件が起きた。このチェックが航空会社から民間の企業に下請けに出されていた。その下請け会社は、経費を節約するために１時間７ドル（約８００円）のアルバイトでまかなった。この制度を改め、政府が予算をかけて厳しくやらなくてはならないと言う議論が起きた。
事件後すぐにワシントン・ダレス空港を利用した私の友人は、まったくチェックが変わっていないのに驚き、１２月のクリスマス休暇を自宅で過ごすことに決めた。無料の航空券が使用できたにもかかわらず、それを棒に捨てることを決めた。テロ事件から半年たって私もダレス空港を利用した。私のチェックは厳しかった。鞄はすべて開け、靴の裏をチェックした。しかし、このようなチェックを全員にはしない。あらかじめ乱数表で選ばれた人だけを対象にチェックをする。その後の調査では、危険物のチェックは、７５％しかカバーしていないという発表があった。ここにアメリカの特徴がある。
テロ事件の３ヶ月後に乗ったアメリカン航空の警戒は厳重であった。飛行機が飛び立つと３０分間は自分の席から立ち上がってはいけないと言う。立ち上がるなと言われるとますます立ち上がりたくなる。ますますトイレに行きたくなり、窮屈に感じる。ブラジルへの出張の際にマイアミで乗り換えた。乗り換えた際に靴を脱がされ、靴の裏を調べられた。あまりいい気持ちではない。その後は、選ばれた人だけを徹底的に調べる方式がとられた。逆に選ばれなかった人は何もなしである。日本では、このような事件を防ぐときに１００％防ぐために徹底した警備をする。このためにコストも掛かりすぎることが多いが大抵はきちんとできる。アメリカは、１００％の防止を望まない。ある程度の確率で起こることは仕方がないと切り捨てる。その代わりコストの面では格段に安くなる。
　アメリカの鉄道は、「アムトラック」という。この時期のニュースでは、アムトラックで問題が発生したと繰り返していた。航空機を利用したテロ攻撃の次は、鉄道によるテロ攻撃下と一人納得していた。しかし、それは、アムトラックではなくアムソラックであった。アムソラックとは、炭疽病のことである。郵便物に炭疽菌が同封され、ワシントンの上院議員の事務所に届けられた。これを開けて炭疽菌にふれた人が死亡した。このような事件がニューヨークでもニュージャージィーでも発生した。この炭疽病は、市民生活に恐怖を与えた。毎日配られてくる郵便を開けるだけで死に至る可能性があるからである。
　私の事務所のあるウォーターゲートの建物でも不振なものが見つかったと言うことで２回ほど建物から外に出て避難した。そのたびに物々しい消防車が数台きて建物を調べた。このような避難騒ぎがワシントン中でたびたび起こった。もちろん、世銀の本部のビルもたびたびであり、そのたびに仕事を中断しなければならなかった。特に困ったのは、郵便物が止まってしまったことである。郵便物をチェックするために２週間かかったことがあった。私の友人が困ったのは、契約書関係の書類が締め切り期日までに来たのかどうかを調べることができないことであった。ちょうどその２週間の間に締め切り日があったからである。
　ワシントンの９月の空は、真っ青に透き通っている。天気がよすぎるために、逆に不気味な感じまでする．スーパーマーケットのアメリカの国旗は記録的に売れ、町じゅうでアメリカの国旗を見ることができる．私の住むアパートはアーリントンの２１階ににあったが、そこから見渡してもいくつかのアメリカの国旗があった。それ以外に日常の生活は、特に治安が大きく悪化したようには思えない．
　そうこうするうちに２００２年の年が明けると問題はうやむやのうちに消えてしまった。結局、この犯人が９月１１日テロ攻撃と関係があるのかどうかも不明のままである。
胃カメラ検査１０８万円
　アメリカ生活で最大の問題の１つは、医者に行くとよくわかる。私は、２００１年の夏に胃痛に悩まされ、胃カメラを飲む羽目になった。そして、今はやりのピロリ菌が多量に発見された。この菌は、アメリカでは３種類の抗生物質を２週間飲み続けることによりなくすことができる。
この問題は、胃の問題より、料金の支払い方法にある。私のかかった先生が、近くの大きな病院の施設を借りて胃カメラによる検査をした。この検査に先生は立ち会ったが、検査を手伝う人、検査をする人は異なっている。医療費の請求書は、それぞれ別々に来る。しかも、請求を代行する専門会社から来る。そして、請求書には、期日までに納めないと料金が増えますと脅迫してある。この胃の検査では、それぞれから３０万円ぐらいずつ時期がずれてきた。最初は何かの間違いで重複してきたのだろうと思った。しかし、代金請求会社に聞くと間違いではないという。更に追い打ちをかけるように病院施設の利用費として２０万円近く来た。合計すると１００万円を超える。保険でカバーされると楽観していたが、支払う現金がない。代金請求会社は、代行しているので苦情もいえない。有り金を何とか工面してようやく支払った。
アメリカでは医者代が高く、医者にかかる前にはいくらかかるのかがわからない。請求書が来ても払えない人がかなり入る。この人の分まで計算して医療費がかかるので更に高くなる。つまり、支払う人の歩留まりが計算してある。前に述べたように、アメリカは１００％を期待していない。この点が日本と異なる点でもある。
アフガニスタンへの対策
　　　　　中東アラブの人にアメリカを憎む人がいるのはなぜか．ブッシュ大統領は、テロリスト攻撃の起こった後で「アメリカは自由を守る」と繰り返している．自由は、経済の自由競争、貿易の自由化、グローバル化を生んだ．この自由化が、所得の格差を生んだことは否定できない．絶対的な貧困ではなく、所得の格差である．富裕層と貧困層の格差を生み、広げた．
　それでは、貧困層を守る考え方があるのか．ソ連や中国が市場経済化に変わる前は、マルクス経済学があった．これが資本主義に対抗する考え方であった．この考え方が指示されなくなってから、貧困層を支持するのはＮＧＯである．その考え方は、世銀やＩＭＦにも影響している．貧困層を支持する考え方の１つが、イスラム原理主義でもある．
　所得格差は、アメリカと中東アラブにあり、中東アラブの中にもある．それが顕著になったのは、石油危機のときである．中東アラブの、産油国と非産油国に明らかな所得の差を生んだ．たまたま石油の生産する国に生まれた人は、豊かであり、生産しない国に生まれた人は、出稼ぎなどに行かざるをいない．パキスタン、ジョーダンなど、中東の産油国の援助と出稼ぎで生活を保ってきた．
　アフガニスタンをソ連が進行した折に、アメリカが支援し、湾岸戦争を機に支援を切られたオサマ・ビン・ラディンに対する同情はある．また、彼がいるために、アフガニスタンの経済が世界からの支援を得られず貧しいと思う人もいる．このような後者の人の支援を得るためには、「アフガニスタンの経済復興の計画」を示し、それを実行することが１つの方法である．それが､オサマ・ビン・ラディンの排除につながるものと思われる．経済を復興させ､所得格差を小さくする。この計画を作成し､実行することが、日本の貢献としてできることであり､テロリストの減少につながる．
　　　　　　　第２節　２０００年３月世界銀行勤務の日誌

　話を２０００年に戻して、私がワシントンに赴任したときの話をしよう。その前に、１９８２年から８４年までフィラデルフィアのペンシルバニア大学に客員研究員として滞在した話から始めよう。ここに赴任したときは、車の購入と家を探すのに大変苦労した。車は、ジェネラル・モーターの小型車を買ったが、ブレーキの利きが悪く、妻はブレーキを踏む方の足の膝を傷めた。また、この車でフィラデルフィアからニューヨークに行くたびに故障し、修理に行かなければならず、その修理工場が歩いて１時間ぐらいかかり大変であった。その後この車は販売中止になった。シボレー・シベットという名前であった。

フィラデルフィアには知り合いもいなく、最初はホテルに泊まった。ところが、ホテル代が高いので１ヶ月単位のホテルに切り替えた。しかし、２歳の乳飲み子を抱えてホテル暮らしで金銭的にも負担が大きい。毎週土曜日にでるアパートの広告を見て電話をして探した。初めての土地で下手な英語でそこを探していくのにも何回も電話しなければならない。今のように携帯電話もないのでたどり着くまでに大変であった。引っ越しが終わると家具をそろえなければならない。安い洗濯機を探して買ったら、手で絞る、自動ではないものであった。当時でも日本にはないような洗濯機で、自動のものに取り替えた。このとき冷蔵庫を引き取る運賃をどちらが払うのかでもめた。その後はたいした問題もなく、カナダに旅行に行ったフィルムの現像を頼んだらフィルムがなくなった。このために次の年にカナダをもう一度旅行することになった。

　そこで、２０００年に赴任したときは、上の３つの問題を赴任する前に解決しようとした。つまり、車の購入、家探し、家具の購入である。このうち家探し以外は解決し、その家の問題もおおよその見当を付けていった。ところが、やはり問題は待ち受けていた。

３月２４日：初出勤のエピソード
４月３日の世界銀行初出勤の予定を１週間以上早くせざるをえなくなった。というのは、車を購入したが、世銀からの証明書がないとナンバープレイトを運輸局が発行できないという。私は、当然ナンバープレイトがない車を運転することができない。御存知のとおりアメリカは、車なしでは生活できない社会である。まず、この困難に直面した。

運輸局とのやり取りで、長い長い行列に並んで１日もめた。世銀のナンバープレイトは国際機関のもので、世銀の職員の証明が必要であるという。世銀は、４月３日から職員になる人にそれ以前には証明書を出せない。１週間以上車が使えないことになる。

ここで、世銀の担当者があちこちに働きかけてくれた。おかげでめでたく３月２４日に初出勤となった。初めて勤めに行くオフィスは、人事交流局"Staff Exchange Program"のポーリンさんのところである。初日はあたたかく迎えられた。わざわざこの日のために日本から買ってきたデジタルカメラで記念写真をスタッフの人と撮った。このスタッフの１人の人に２年後に私がワシントンを去るときに車を買ってもらうことになるとは夢にも思わなかった。彼女の名前はマリアンで、フィリピンの出身である。

3月27日：リン局長と面談
初めて自分が所属するビルに通勤する。世銀のビルは、Ｈビル、Ｇビルと名前が付きワシントンに１０個ぐらいある。本部がＭＣビルと呼ばれ、ホワイトハウスと２ブロック、約２０メーター離れたところにある。この日に入り口で 私のIDカードを発行する予定になっていた。入り口のカウンターの後ろに簡単に IDカードを発行できる装置があった。我ながらなかなかよい顔に写ったIDカードがパソコンを使って数分で出来上がった。このＩＤカードを照合してビルの中にはいることができる。

「このIDカードにつけるチェーンは向こうでもらいなさい」といわれた。そこにいくと、「向こうです」といわれた。ぐるぐるまわって、結局は見つからなかった。そういえば、この後トイレの場所を聞いたがなかなか見つからなかった。人に場所を聞いても、世銀のビルの中では探すのに骨が折れる。このような経験は昔マレーシアでしたことがあった。世銀のビルの中で部屋を探すのは難しく、部屋が迷路のように増築されており、時々道を探している人に出会う。アメリカは、先進国と途上国が同居している。経済は二重構造である。特に、近年はラテン・アメリカからのヒスパニック系の移民が増大している。ワシントンＤＣの隣に位置するバージニア州の私の住んだところは、ヒスパニック系の人が多かった。自動車の免許を受けに行くとその人たちだけを対象にしたスペイン語での試験が行われていた。この人たちの多くが移り住んできたばかりで、安い賃金によりレストランなどで働く。中には罪を犯すものもいる。ヒスパニック系の富裕層がそれによって迷惑しているという記事がワシントンポストに掲載された。

なんとか部屋を探しながら私の上司であるリン・スクアァイアー局長に会うことができた。会うと早々にこの週の土曜日に私の所属する「グローバル・デベロープメント・ネットワーク」スタッフのメンバーのパーティが局長の自宅である。その招待状をもらった。
3月29日：仕事の割り当て
4月3日から勤務の予定が車のナンバープレイトを取得するために急きょ3月24日になり、出勤してから５日がたった。しかし、依然としてパソコンの割り当てはもちろん、オフィスの手当てもまだである。オフィスは込んでいて、しかもスクァイアー局長と秘書のキャロルがこの月の初めに日本に出張していたために間に合わなかった。世銀の職員はモーレツに働くのかと思っていたところ意外にそうでもない。ちなみに２週間に１回は、金曜日に休むことができる。つまり、３連休を２週間に１回とることを選択できる。その代わり毎日１時間ずつ余分に働かなければならないが。

グローバル・デベロープメント・ネットワークの年間スケジュールが割り当てられた。12月に開催される「東京会議」はメイン・イベントである。これと平行して、グローバル・リサーチ・コンペとが世界の研究者や実務家のネットワークを作るために実施される。これらのプロジェクトや応募された優秀な研究に対して、研究費が世銀から提供される。これが私の主な仕事となる。6月にブラッセルとプラハで4日間のこの事業のための会議がある。プラハに行けるのかと内心喜んだら、いけるのは局長だけであった。年間スケジュールには、これとあわせて、予定表の8月に夏休みとも書いてある。８月全体が夏休みとなっている。日本にはないスケジュールである。もっとも実際は８月全体が夏休みということはなかった。後でわかったことは、休みをかなり自由にとることができる。ただし、仕事ができないと首切りにあう可能性もある。厳しい社会ではある。

ちなみに世界銀行は、日本人にとって住みにくい。日本人は、まず英語に問題がある人が多い。というより英語を日本語と同じように使える人はほとんど見かけない。世銀の中にも女性で特に英語に堪能な人が多いが、そのような人でさえ仕事で議論する時に一瞬英語を考えることがあると聞いた。その一瞬で議論に取り残されることもある。次に、日本人は、他人と競争することになれていない。小学校では、運動会で全員が並んで一位でゴールするところもある。アメリカでは、小学生でも株式投資の勉強をする機会がある。日本ではお金に執着することは、汚いことだと教え込まれる。競争で人をけ落とすことは、道徳的に悪いことだと教えられる。しかし、人と競争することが生きていく上では当然の国もある。競争しないと生きていけない国の人も世銀では多く働いている。このような社会で生き抜いて、昇進していくことは日本の教育を受けた人にはなかなか難しい。私がワシントンに滞在した間にも、若い世銀で働く非常に優秀な日本人が何人か日本に帰った。

３月３０日：世銀の人事交流
人事交流局で世界銀行に新しくきた人を集めて講演会があった。まず、自己紹介から始まったが、２０人ぐらい集まったなかに、今日着いたという人が2人もいた。とにかく来る人と去る人が、世銀の中では頻繁である。２年契約のコンサルタントの人がかなりいる。これは、ビジネスでの外注（アウトソース）の手法が導入されているからでもある。

この手法が導入されてはいるが、世銀の難しさは人事の評価にある。民間企業であれば利益を上げた人評価される。援助機関での職員の評価をどのような物差しで測るのか。もちろん個人の稼いだ利益ではない。世銀では、それぞれの職員が次の年にどのような仕事をするのかを決め、その成果を測る物差しを作る。それをもとに上司と協議をし、決定する。年が終わるとその物差しで成果を測る。上司が、その採点をする。すると上司との人間関係も無視できなくなる。民間企業でない国際機関が抱える職員の評価の問題である。

さて、この日に講演をしたのはラジさんである。テーマはWTOについてであった。昼に始まった講演にはランチがついた。そのタイ・カレーはなかなかの味であった。世銀食堂の世界中のエスニック料理は、見ごたえがある。ただし、３ヶ月も食べると飽きが来る。ベトナム麺だけは長続きする味であった。飲み物は、コカコーラである。WTOについての話は、各国の利害関係の違いについて話があった。農業問題の利害の対立は、アメリカとヨーロッパである。日本と韓国がヨーロッパ側について、農業を保護する政策を支援している。アンチ・ダンピングついては、日本とアメリカとの対立がある。このWTOの利害関係では、日本が重要な役割を示している。このような貿易に関するテーマは、世銀の中では珍しかった。テーマとして多いのは、教育、ＨＩＶエーズなどと貧困との関係である。人事交流局でのこの講演は、2週間ごとに続けられる。世銀の新しい人への紹介である。
世銀の中で人事交流局は、重要な位置を占める。世銀と民間企業との協力は、今後の援助活動では重要であると世銀のウォルフェンソン総裁は考える。これを実行するのが、人事局のポーリン部長である。ポーリン部長は、アフリカ生まれで、ハーバード大学出身のやり手である。彼女は、世銀スタッフと世界中の民間企業や政府機関の人との人事交流を積極的に進めてきた。２００２年時点でその数は１５０人を超えた。民間企業には、ドイツのシーメンス、韓国のサムソン、日本の東京電力などがある。世銀が、知識の銀行であることを特長とし、この人事交流で知識の普及を目指している。

４月３日：日本からの同僚

私と経済企画庁（現在の内閣府）から来られた川辺さんが、世界銀行の2１世紀に向けた目玉プロジェクトの１つである「グローバル・デベロープメント・ネットワーク」に参加する。この２０００年の最大行事の１つが東京会議である。
「グローバル・デベロープメント・ネットワーク」によって、優秀な研究やプロジェクトに対して基金や賞金が与えられる。１つは、２０００年１２月１０日から開催される東京会議で発表された。この東京会議を川辺さんが担当することになった。

４月４日：仕事始め

グローバル・デベロープメント・ネットワークのスタッフが発表された。このプロジェクトは、８つで構成れている。ここで、私の所属する局の全体がわかってきた。２０００年の最大の事業は、１2月の東京会議である。その他に前に説明した開発賞という賞が、優秀な研究とプロジェクトに対して東京会議で発表される。これと平行して、４つの作業グループがある。つまり、ウェブ戦略、ドナー戦略、GDNガバナンス、ハイレベル委員会である。以上の６つとは独立する形で、さらに「地域別研究賞」と「研究事業基金」が世界の研究材料などに提供される。研究事業基金については、３月にその成果がワシントンに集められた。これからその成果を著名な研究者、たとえばロバート・ソローなど成長論の権威に見てもらうことになる。私のやる最初の仕事は、これを管理するスケジュールの作成となった。この成果が、６月１０日、１１日にプラハで発表されが、このスケジュールはすでに決まっていた。
それにしてもこの事業は、お金もかかるが、途上国の人材を育成するという難しい仕事である。人材育成を含めて、途上国のキャパシティー・ビルディングと呼んでいる。

４月５日：宮村世銀理事との面談。
世銀本部ビルは、ワシントンのHストリートと１8番街が交差する所にあり、ペンシルバニア通りに面している。このビルの１2階には入り口から日本の雰囲気を持つ1室がある。これが日本理事室であり、ここに宮村理事がおられる。世銀東京事務所長をしておられたことがあり、たまたま私は、上野で桜見物を一緒にさせていただいたことがあった。当時は、知らずに気安く接しさせていただいた。ところが、この世銀の理事という地位は、日本の首相の代行に相当するとのこと、なかなか気軽に会っていただくわけにはいかないらしい。とはいえ、人柄からか予約をすぐに受け入れていただいた。例のデジタルカメラで写真を撮るのも協力していただいて、グローバル・デベロープメント・ネットワークについても語っていただいた。宮村理事がもともと世銀東京事務所長のときに、当時の海外経済協力基金（現在の国際協力銀行）の篠塚所長と、世銀と日本とで「世銀東京フェア」を開催するのに努力された。それが、世銀と日本の知的なパートナーシップを形成するのは役立ってきて、さらにグローバルになった。グローバル・デベロープメント・ネットワークは期待するところが大きくなっていた。

この後に、アメリカに着いたひとが通常直面する３つの問題に私も例外なく直面した。それは、車の免許、クレジット・カードの取得、ソーシャルセキュリティー・カードである。私の勤務先はワシントンであるが、住んだのはバージニア州アーリントンのボールストンというところであった。この町は１９９０年代のアメリカの高度成長で急速に高層ビルが建てられた。若者が集まり、若者に人気がある町の１つとなった。メキシコ料理、タイ料理、ニューヨークのカフェなどの有名なレストランも多くなった。

ところで、バージニア州の運転免許の試験は厳しかった。最初の１０問は、すべて正解しないと次に進めない。１問でも間違った段階で試験は中止となる。私は、最初の試験を２時間以上待って受け、２問目で間違った。こうして１回目の試験は、数分で終わった。次の試験を次の日に受けられるが、かなり本腰を入れて勉強した。大学受験以来とはいわないまでも、老体にむち打って勉強し、５日後に見事に合格した。この合格の味はまた格別でもあった。

アメリカでクレジット・カードを取得するのは、長く住んでいないひとには難しい。クレジット・カードの実績が必要である。私は、シティー・バンクとファーストユニオンで取得を試みたが失敗した。シティー・バンクには、年間の所得証明など必要書類をかき集めて２度挑戦したが、２度とも「審査に落ちました」という手紙を受け取った。実に不愉快な気分を味わった。２度とシティー・バンクは使うまいと心に誓ったものである。ワシントンに赴任した当初は、いろいろと買い物が多い。この時期にクレジット・カードは貴重である。この時期にこれが使えないと、現金が足りなくなる。何回かは本当に困ってしまい、日本のクレジット会社に電話して、アメリカで引き出せるように頼んで、急場をしのいだ。困った挙げ句に世銀の発行するカードを申し込んだ。これは簡単に発行された。結局このカードが貴重な生活必需品となった。

ソーシャルセキュリティー・カードの番号がないと電気を引くにしても、ケーブルテレビを引くにしてもいちいち面倒である。ワシントンには、ヘクツという老舗のデパートがある。このデパートは、私の住んだボールストンのアパートの前にあった。このデパートにソーシャルセキュリティー・カードなしに３回このデパートのカードを申し込んだが、やはり「審査に落ちました」という手紙を受け取った。ワシントン生活の苦い思い出の１つである。

ソーシャルセキュリティー・カードの申し込みに事務所に行くとここでも１時間以上待たされた。ようやく私の順番がきて申し込むと、「２週間以上たってつかなかったらまた来るように」と言われた。確かに、２週間たってもこなかった。また行って１時間以上待たされた。そして、２週間たつとようやくソーシャルセキュリティー・カードを手にすることができた。その感激は忘れがたい出来事の１つである。するともう１枚次の日にソーシャルセキュリティー・カードが届いた。どうも世銀の中で私のオフィスが確定していなかったために２週間以上ぐるぐる回っていたらしい。いろいろな問題を抱えながら生活はだんだんと軌道に乗っていった。
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